
10

20

JP 2023-56702 A 2023.4.20

(19)日本国特許庁(JP) (12)公開特許公報(A) (11)公開番号　　
特開2023-56702
(P2023-56702A)

(43)公開日　令和5年4月20日(2023.4.20)

(54)【発明の名称】　包装箱

(51)国際特許分類
　   Ｂ６５Ｄ 5/52 (2006.01)

ＦＩ
　Ｂ６５Ｄ 5/52 　　　Ｋ 　　　

(21)出願番号　 特願2021-166070(P2021-166070)
(22)出願日　 令和3年10月8日(2021.10.8)

(71)出願人　 000122298
王子ホールディングス株式会社
東京都中央区銀座４丁目７番５号

(74)代理人　 110001807
弁理士法人磯野国際特許商標事務所

(72)発明者　 中村  圭太
東京都中央区銀座五丁目１２番８号  王 
子コンテナー株式会社内

Ｆターム（参考）　 3E060 AA03 AB05 BA03 BC02
BC04 CB02 CB16 CE04
CE07 CE15 CE18 CE19
CE22 CF05 CG12 DA04
DA30 EA06

テーマコード（参考）
　３Ｅ０６０

(57)【要約】
【課題】内容物の視認性を高める開口部を形成可能であ 
りながら強度の低下を防ぐことができ、かつ、陳列時に 
内容物のこぼれ落ちを防ぐことができる包装箱を提供す 
る。
【解決手段】筒状の胴部１０と、胴部１０の上側の開口 
を塞ぐ頂板２０と、胴部１０の下側の開口を塞ぐ底板３ 
０と、を備え、頂板２０には、前後方向に延びている二 
本の第一切断誘導線Ｌ１１，Ｌ１１が形成されており、 
胴部１０の少なくとも一つの側面には、第一切断誘導線 
Ｌ１１，Ｌ１１に連続し、頂板２０から底板３０まで延 
びている二本の第二切断誘導線Ｌ１２，Ｌ１２が形成さ 
れ、第二切断誘導線Ｌ１２，Ｌ１２は、前記底板に向か 
うにつれて互いに近接するように形成されていることを 
特徴とする。
【選択図】図１

審査請求　未請求　請求項の数　3　　ＯＬ　（全8頁）
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 筒 状 の 胴 部 と 、
　 前 記 胴 部 の 上 側 の 開 口 を 塞 ぐ 頂 板 と 、 前 記 胴 部 の 下 側 の 開 口 を 塞 ぐ 底 板 と 、 を 備 え 、
　 前 記 頂 板 に は 、 前 後 方 向 に 延 び て い る 二 本 の 第 一 切 断 誘 導 線 が 形 成 さ れ て お り 、
　 前 記 胴 部 の 少 な く と も 一 つ の 側 面 に は 、 前 記 第 一 切 断 誘 導 線 に 連 続 し 、 前 記 頂 板 か ら 前  
記 底 板 ま で 延 び て い る 二 本 の 第 二 切 断 誘 導 線 が 形 成 さ れ 、
　 前 記 第 二 切 断 誘 導 線 は 、 前 記 底 板 に 向 か う に つ れ て 互 い に 近 接 す る よ う に 形 成 さ れ て い  
る こ と を 特 徴 と す る 包 装 箱 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 包 装 箱 で あ っ て 、
　 前 記 第 二 切 断 誘 導 線 は 曲 線 で あ る こ と を 特 徴 と す る 包 装 箱 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 １ ま た は 請 求 項 ２ に 記 載 の 包 装 箱 で あ っ て 、
　 前 記 第 二 切 断 誘 導 線 が 形 成 さ れ た 側 面 と 対 向 す る 側 面 の 上 縁 部 に は 開 封 開 始 部 が 形 成 さ  
れ て い る こ と を 特 徴 と す る 包 装 箱 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 包 装 箱 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 段 ボ ー ル 製 の 包 装 箱 と し て は 、 筒 状 の 胴 部 と 、 頂 板 及 び 底 板 と 、 を 備 え 、 頂 板 か ら 胴 部  
に 亘 っ て 切 り 取 り 部 を 切 り 離 す こ と で 、 包 装 箱 の 一 部 を 開 封 し て そ の ま ま 内 容 物 を 陳 列 で  
き る も の が 知 ら れ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ １ ８ － ２ ０ ３ ３ ２ ６ 号 公 報
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 特 許 文 献 １ の 包 装 箱 で は 、 内 容 物 の 視 認 性 を 高 め る た め に 開 口 部 の 横 幅 を 広 く 設 け て い  
る 一 方 、 横 方 向 に 延 在 す る 切 断 誘 導 線 を 側 面 の 高 さ 方 向 中 間 部 に 設 け 、 側 面 の 下 部 を 帯 状  
に 残 置 す る こ と に よ り 、 内 容 物 の こ ぼ れ 落 ち を 防 止 し て い る 。 し か し 、 胴 部 を 横 切 る 切 断  
誘 導 線 が 形 成 さ れ て い る 包 装 箱 は 、 胴 部 を 横 切 る 切 断 誘 導 線 が き っ か け と な っ て 座 屈 し や  
す く 強 度 が 低 下 す る た め 、 倉 庫 等 に お い て 包 装 箱 を 積 み 重 ね た 際 に 、 上 載 荷 重 で 包 装 箱 が  
変 形 す る 虞 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 は 、 前 記 し た 問 題 を 解 決 し 、 内 容 物 の 視 認 性 を 高 め る 開 口 部 を 形 成 可 能 で あ り な  
が ら 強 度 の 低 下 を 防 ぐ こ と が で き 、 か つ 、 陳 列 時 に 内 容 物 の こ ぼ れ 落 ち を 防 ぐ こ と が で き  
る 包 装 箱 を 提 供 す る こ と を 課 題 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 前 記 課 題 を 解 決 す る た め 、 本 発 明 は 、 包 装 箱 で あ っ て 、 筒 状 の 胴 部 と 、 前 記 胴 部 の 上 側  
の 開 口 を 塞 ぐ 頂 板 と 、 前 記 胴 部 の 下 側 の 開 口 を 塞 ぐ 底 板 と 、 を 備 え 、 前 記 頂 板 に は 、 前 後  
方 向 に 延 び て い る 二 本 の 第 一 切 断 誘 導 線 が 形 成 さ れ て お り 、 前 記 胴 部 の 少 な く と も 一 つ の  
側 面 に は 、 前 記 第 一 切 断 誘 導 線 に 連 続 し 、 前 記 頂 板 か ら 前 記 底 板 ま で 延 び て い る 二 本 の 第  
二 切 断 誘 導 線 が 形 成 さ れ 、 前 記 第 二 切 断 誘 導 線 は 、 前 記 底 板 に 向 か う に つ れ て 互 い に 近 接  
す る よ う に 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
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【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 の 包 装 箱 を 開 封 す る と き に は 、 二 本 の 第 一 切 断 誘 導 線 に 挟 ま れ た 部 位 を 把 持 し 、  
当 該 部 位 を 外 側 に 引 く こ と で 、 第 一 切 断 誘 導 線 を 容 易 に 切 り 開 く こ と が で き る 。 そ し て 、  
二 本 の 第 二 切 断 誘 導 線 に 挟 ま れ た 部 位 を さ ら に 外 側 に 開 く と 、 胴 部 の 側 面 が 底 板 に 向 け て  
切 り 裂 か れ る 。 こ の よ う に 、 本 発 明 の 包 装 箱 に よ れ ば 、 内 容 物 の 視 認 性 を 高 め る 開 口 部 が  
形 成 さ れ る た め 、 包 装 箱 か ら 内 容 物 を 取 り 出 さ ず に そ の ま ま 陳 列 す る こ と が で き る 。
　 ま た 、 第 二 切 断 誘 導 線 が 下 端 に 向 か う に つ れ て 近 接 し 、 内 容 物 の 幅 よ り も 狭 く な る た め  
、 内 容 物 の こ ぼ れ 落 ち を 防 ぐ こ と が で き る 。 さ ら に 、 胴 部 の 側 面 を 横 断 す る 切 断 誘 導 線 を  
な く せ る た め 、 強 度 の 低 下 を 防 ぐ こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 前 記 し た 包 装 箱 に お い て 、 前 記 第 二 切 断 誘 導 線 は 曲 線 で あ る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 こ の 構 成 で は 、 二 本 の 第 二 切 断 誘 導 線 に 挟 ま れ た 部 位 を 外 側 に 引 き や す く な る た め 、 よ  
り 容 易 に 胴 部 の 側 面 に 開 口 部 を 形 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 前 記 し た 包 装 箱 に お い て 、 前 記 第 二 切 断 誘 導 線 が 形 成 さ れ た 側 面 と 対 向 す る 側 面 の 上 縁  
部 に は 開 封 開 始 部 が 形 成 さ れ て い る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 こ の 構 成 で は 、 作 業 者 は 後 ろ 側 の 端 壁 の 開 封 開 始 部 に 手 を 差 し 込 む こ と で 、 二 本 の 第 一  
切 断 誘 導 線 で 囲 ま れ た 部 位 把 持 し や す く な り 、 容 易 に 開 口 さ せ る こ と が で き る
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 の 包 装 箱 は 、 内 容 物 の 視 認 性 を 高 め る 開 口 部 を 形 成 可 能 で あ り な が ら 強 度 の 低 下  
を 防 ぐ こ と が で き 、 か つ 、 陳 列 時 に 内 容 物 の こ ぼ れ 落 ち を 防 ぐ こ と が で き る 包 装 箱 を 提 供  
す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ３ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る 包 装 箱 を 前 方 右 上 か ら 見 た 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る 包 装 箱 の ブ ラ ン ク シ ー ト を 示 し た 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る 包 装 箱 に お い て 頂 板 の 開 封 部 を 開 い た 状 態 を 示 し た 斜 視  
図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る 包 装 箱 に お い て 胴 部 の 側 面 を 開 い た 状 態 を 示 し た 斜 視 図  
で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る 包 装 箱 の ブ ラ ン ク シ ー ト の 変 形 例 を 示 し た 図 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 の 実 施 形 態 に つ い て 、 適 宜 図 面 を 参 照 し な が ら 詳 細 に 説 明 す る 。
　 以 下 の 説 明 に お い て 、 前 後 左 右 方 向 と は 、 本 実 施 形 態 の 包 装 箱 を 説 明 す る 上 で 便 宜 上 設  
定 し た も の で あ り 、 包 装 箱 の 構 成 や 使 用 状 態 を 限 定 す る も の で は な い 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 実 施 形 態 の 包 装 箱 １ は 、 本 実 施 形 態 の 包 装 箱 １ は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 筒 状 の 胴 部 １  
０ と 、 胴 部 １ ０ の 上 縁 部 に 連 設 さ れ た 頂 板 ２ ０ と 、 胴 部 １ ０ の 下 縁 部 に 連 設 さ れ た 底 板 ３  
０ と 、 を 備 え て い る 。 本 実 施 形 態 の 包 装 箱 １ は 、 ラ ッ プ ア ラ ウ ン ド 方 式 の 段 ボ ー ル 箱 で あ  
る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 包 装 箱 １ は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 段 ボ ー ル 製 の シ ー ト を 切 り 抜 い た ブ ラ ン ク シ ー ト Ｓ を  
各 罫 線 に お い て 山 折 り ま た は 谷 折 り す る こ と で 形 成 さ れ る 。 図 ２ に 示 す ブ ラ ン ク シ ー ト Ｓ  
は 外 面 側 が 見 え る よ う に 配 置 さ れ て い る 。
　 ブ ラ ン ク シ ー ト Ｓ の 各 罫 線 （ 折 線 ） は 、 ブ ラ ン ク シ ー ト Ｓ の 表 面 を 押 し 込 ん で 形 成 さ れ  
た 線 状 の 溝 （ 押 罫 ） で あ る 。
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　 な お 、 罫 線 に 断 続 的 な 切 れ 込 み を 形 成 し て も よ い 。 こ の よ う に す る と 、 罫 線 に お い て ブ  
ラ ン ク シ ー ト Ｓ を 折 り 曲 げ 易 く な る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ブ ラ ン ク シ ー ト Ｓ に 形 成 さ れ た 各 切 断 誘 導 線 は 、 複 数 の 切 れ 込 み が 断 続 し て 形 成 さ れ た  
ミ シ ン 目 の 線 で あ る 。 な お 、 切 れ 込 み の 形 状 や 長 さ は 限 定 さ れ る も の で は な い 。 ま た 、 ブ  
ラ ン ク シ ー ト Ｓ か ら 組 み 立 て た 包 装 箱 １ を 示 し た 各 図 で は 、 包 装 箱 １ の 構 造 を 分 か り 易 く  
図 示 す る た め に 、 各 切 断 誘 導 線 の 切 れ 込 み の 形 状 は 簡 略 化 し て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 胴 部 １ ０ は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 前 後 の 端 壁 １ １ ， １ １ と 、 左 右 の 側 壁 １ ２ ， １ ２ と 、  
を 有 し て い る 。 前 後 の 端 壁 １ １ ， １ １ 及 び 、 左 右 の 側 壁 １ ２ ， １ ２ は 、 そ れ ぞ れ 四 角 形 の  
平 板 で あ る 。
　 端 壁 １ １ の 上 縁 部 に は 、 罫 線 を 介 し て 頂 板 ２ ０ が 連 設 さ れ て い る 。 ま た 、 前 側 の 端 壁 １  
１ の 下 縁 部 に は 、 罫 線 を 介 し て 底 板 ３ ０ が 連 設 さ れ て い る 。 ま た 、 底 板 ３ ０ の 後 側 縁 部 に  
は 、 罫 線 を 介 し て 後 側 の 端 壁 １ １ が 連 接 さ れ て い る 。 ま た 、 頂 板 ２ ０ の 前 縁 部 に は 、 帯 状  
の 接 合 片 ５ ０ が 連 設 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 図 １ に 示 す よ う に 、 前 側 の 端 壁 １ １ に は 、 後 述 す る 左 右 の 第 二 切 断 誘 導 線 Ｌ １ ２ ， Ｌ １  
２ と 、 端 壁 開 封 部 ４ ２ と 、 が 形 成 さ れ て い る 。
　 図 ２ に 示 す よ う に 、 後 側 の 端 壁 １ １ の 上 縁 部 に は 、 開 封 開 始 部 ４ １ ａ が 形 成 さ れ て い る  
。
　 ま た 、 後 側 の 端 壁 １ １ と 頂 板 ２ ０ と の 間 の 罫 線 （ 稜 線 ） に 沿 っ て 、 第 四 切 断 誘 導 線 Ｌ １  
４ が 形 成 さ れ て お り 、 前 側 の 端 壁 １ １ と 底 板 ３ ０ と の 間 の 罫 線 （ 稜 線 ） に 沿 っ て 、 第 五 切  
断 誘 導 線 Ｌ １ ５ が 形 成 さ れ て い る 。 開 封 開 始 部 ４ １ ａ は 、 第 四 切 断 誘 導 線 Ｌ １ ４ に 隣 接 し  
た 位 置 に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 右 側 の 側 壁 １ ２ は 、 図 １ 及 び 図 ２ に 示 す よ う に 、 前 後 の 端 壁 １ １ ， １ １ の 右 縁 部 に 連 設  
さ れ た 前 後 の 横 フ ラ ッ プ １ ２ ａ ， １ ２ ｂ （ 図 ２ 参 照 ） と 、 頂 板 ２ ０ の 右 縁 部 に 連 設 さ れ た  
上 フ ラ ッ プ ２ １ と 、 底 板 ３ ０ の 右 縁 部 に 連 設 さ れ た 下 フ ラ ッ プ ３ １ と 、 を 備 え て い る 。
　 前 後 の 横 フ ラ ッ プ １ ２ ａ ， １ ２ ｂ の 先 端 縁 部 は 突 き 合 わ さ れ て い る 。 前 後 の 横 フ ラ ッ プ  
１ ２ ａ ， １ ２ ｂ の 外 面 に は 、 上 フ ラ ッ プ ２ １ お よ び 下 フ ラ ッ プ ３ １ が 貼 り 付 け ら れ て い る  
。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 左 側 の 側 壁 １ ２ は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 右 側 の 側 壁 １ ２ と 同 じ 構 成 で あ り 、 前 後 の 横 フ  
ラ ッ プ １ ２ ａ ， １ ２ ｂ と 、 上 フ ラ ッ プ ２ １ と 、 下 フ ラ ッ プ ３ １ と 、 を 備 え 、 前 後 の 横 フ ラ  
ッ プ １ ２ ａ ， １ ２ ｂ の 外 面 に 、 上 フ ラ ッ プ ２ １ お よ び 下 フ ラ ッ プ ３ １ が 貼 り 付 け ら れ て い  
る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 頂 板 ２ ０ は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 胴 部 １ ０ の 上 側 開 口 部 を 閉 塞 し て い る 。 頂 板 ２ ０ に は  
、 図 １ に 示 す よ う に 、 左 右 の 第 一 切 断 誘 導 線 Ｌ １ １ ， Ｌ １ １ と 、 頂 板 開 封 部 ４ １ と 、 が 形  
成 さ れ て い る 。
　 左 右 の 第 一 切 断 誘 導 線 Ｌ １ １ ， Ｌ １ １ は 、 頂 板 ２ ０ の 前 後 の 縁 部 に 亘 っ て 形 成 さ れ て い  
る 。 第 一 切 断 誘 導 線 Ｌ １ １ ， Ｌ １ １ の 後 端 は 、 第 四 切 断 誘 導 線 Ｌ １ ４ に 接 続 さ れ て い る 。  
す な わ ち 、 第 四 切 断 誘 導 線 Ｌ １ ４ は 、 第 一 切 断 誘 導 線 Ｌ １ １ ， Ｌ １ １ の 後 端 同 士 を 結 ぶ よ  
う に 形 成 さ れ て い る 。 第 一 切 断 誘 導 線 Ｌ １ １ お よ び 第 四 切 断 誘 導 線 Ｌ １ ４ は 、 複 数 の 切 れ  
込 み を 断 続 し て 形 成 し た ミ シ ン 目 の 線 で あ り 、 各 切 れ 込 み は 頂 板 ２ ０ を 貫 通 し て い る 。
　 頂 板 開 封 部 ４ １ は 、 左 右 の 第 一 切 断 誘 導 線 Ｌ １ １ ， Ｌ １ １ と 、 第 四 切 断 誘 導 線 Ｌ １ ４ と  
、 頂 板 ２ ０ の 前 側 の 縁 部 に 囲 ま れ た 領 域 で あ り 、 四 角 形 を 呈 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 左 右 の 第 二 切 断 誘 導 線 Ｌ １ ２ ， Ｌ １ ２ は 、 第 一 切 断 誘 導 線 Ｌ １ １ ， Ｌ １ １ の 両 端 部 か ら  
連 続 し て お り 、 前 側 の 端 壁 １ １ の 上 下 の 縁 部 に 亘 っ て 形 成 さ れ て い る 。 つ ま り 、 第 二 切 断  
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誘 導 線 Ｌ １ ２ ， Ｌ １ ２ は 、 頂 板 ２ ０ か ら 底 板 ３ ０ に 至 る ま で 、 延 在 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 右 側 の 第 二 切 断 誘 導 線 Ｌ １ ２ は 、 前 側 の 端 壁 １ １ の 左 側 上 部 の 角 か ら 離 間 す る 方 向 に 膨  
ら む 曲 線 状 に 形 成 さ れ て い る 。
　 左 側 の 第 二 切 断 誘 導 線 Ｌ １ ２ は 、 前 側 の 端 壁 １ １ の 右 側 上 部 の 角 か ら 離 間 す る 方 向 に 膨  
ら む 曲 線 状 に 形 成 さ れ て い る 。
　 第 二 切 断 誘 導 線 Ｌ １ ２ ， Ｌ １ ２ は 、 複 数 の 切 れ 込 み を 断 続 し て 形 成 し た ミ シ ン 目 の 線 で  
あ り 、 各 切 れ 込 み は 前 側 の 端 壁 １ １ を 貫 通 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 左 右 の 第 二 切 断 誘 導 線 Ｌ １ ２ ， Ｌ １ ２ は 、 下 側 の 縁 部 に 向 か う に つ れ て 互 い に 近 接 す る  
よ う に 形 成 さ れ て い る 。 つ ま り 、 第 二 切 断 誘 導 線 Ｌ １ ２ ， Ｌ １ ２ 間 の 下 端 の 長 さ は 、 上 端  
の 長 さ に 比 べ て 短 く 形 成 さ れ て い る 。
　 よ り 具 体 的 に は 、 第 二 切 断 誘 導 線 Ｌ １ ２ ， Ｌ １ ２ の 下 端 の 離 隔 距 離 は 、 上 端 の 離 隔 距 離  
の 半 分 以 下 、 好 ま し く は １ ／ ３ 以 下 、 よ り 好 ま し く は １ ／ ４ 以 下 と な る よ う に 形 成 す る と  
よ い 。
　 第 二 切 断 誘 導 線 Ｌ １ ２ ， Ｌ １ ２ の 下 端 は 、 第 五 切 断 誘 導 線 Ｌ １ ５ に 接 続 さ れ て い る 。 す  
な わ ち 、 第 五 切 断 誘 導 線 Ｌ １ ５ は 、 第 二 切 断 誘 導 線 Ｌ １ ２ ， Ｌ １ ２ の 下 端 同 士 を 結 ぶ よ う  
に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 端 壁 開 封 部 ４ ２ は 、 左 右 の 第 二 切 断 誘 導 線 Ｌ １ ２ ， Ｌ １ ２ と 前 側 の 端 壁 １ １ の 上 側 の 縁  
部 と 第 五 切 断 誘 導 線 Ｌ １ ５ に 囲 ま れ た 領 域 で あ り 、 下 側 の 縁 部 に 近 づ く に つ れ て 左 右 方 向  
の 幅 が 狭 く な る 先 細 り 形 状 （ 略 逆 さ 台 形 状 ） を 呈 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 底 板 ３ ０ は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 胴 部 １ ０ の 下 側 開 口 部 を 閉 塞 し て い る 。 底 板 ３ ０ は 、  
頂 板 ２ ０ と 同 じ 四 角 形 の 平 板 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 接 合 片 ５ ０ に は 第 二 切 断 誘 導 線 Ｌ １ ２ ， Ｌ １ ２ に 対 応 す る 位 置 に 、 第 三 切 断 誘 導 線 Ｌ １  
３ ， Ｌ １ ３ が 形 成 さ れ て い る 。 つ ま り 、 第 三 切 断 誘 導 線 Ｌ １ ３ ， Ｌ １ ３ は 、 接 合 片 ５ ０ を  
前 側 の 端 壁 １ １ の 表 面 に 貼 り 付 け た 状 態 で 、 第 二 切 断 誘 導 線 Ｌ １ ２ ， Ｌ １ ２ と 重 な る よ う  
に 配 置 さ れ て い る 。 な お 、 第 二 切 断 誘 導 線 Ｌ １ ２ ， Ｌ １ ２ を 後 側 の 端 壁 １ １ に 形 成 す る 場  
合 は 、 第 三 切 断 誘 導 線 Ｌ １ ３ ， Ｌ １ ３ は 省 略 し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 本 実 施 形 態 の 包 装 箱 １ を 開 封 す る と き に は 、 ま ず 、 後 側 の 端 壁 １ １ の 開 封 開 始 部 ４ １ ａ  
を 包 装 箱 １ の 内 側 に 押 し 込 む 。 次 い で 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 後 側 の 端 壁 １ １ の 開 封 開 始 部  
４ １ ａ に 作 業 者 の 指 を 入 れ て 、 頂 板 開 封 部 ４ １ を 把 持 し て 引 き 上 げ る 。 こ れ に よ り 、 第 四  
切 断 誘 導 線 Ｌ １ ４ が 破 断 す る と と も に 、 第 一 切 断 誘 導 線 Ｌ １ １ ， Ｌ １ １ が 前 側 の 端 壁 １ １  
側 に 向 け て 破 断 し 、 頂 板 開 封 部 ４ １ が 切 り 離 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 次 に 、 切 り 離 し た 頂 板 開 封 部 ４ １ を さ ら に 前 側 に 引 き 出 す と 、 第 二 切 断 誘 導 線 Ｌ １ ２ ，  
Ｌ １ ２ が 頂 板 ２ ０ か ら 底 板 ３ ０ に 向 け て 破 断 す る 。 そ の 後 、 第 五 切 断 誘 導 線 Ｌ １ ５ を 破 断  
さ せ る と 、 端 壁 開 封 部 ４ ２ が 切 り 離 さ れ る 。 こ れ に よ り 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 頂 板 ２ ０ か  
ら 前 側 の 端 壁 １ １ の 下 側 縁 部 に か け て 開 口 部 ６ ０ が 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 包 装 箱 １ に 開 口 部 ６ ０ を 形 成 す る と 、 内 容 物 Ａ の 前 面 や 上 面 を 視 認 で き る よ う な 状 態 と  
な る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 以 上 の よ う な 包 装 箱 １ で は 、 頂 板 開 封 部 ４ １ を 外 側 に 引 い て 、 頂 板 ２ ０ の 一 部 を 開 口 さ  
せ 、 頂 板 開 封 部 ４ １ に 連 続 し て 端 壁 開 封 部 ４ ２ を 外 側 に 引 く こ と で 、 胴 部 １ ０ に 開 口 部 ６  
０ を 形 成 す る こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、 内 容 物 Ａ の 視 認 性 を 高 め る 開 口 部 ６ ０ が 形 成 さ  
れ る た め 、 包 装 箱 １ か ら 内 容 物 Ａ を 取 り 出 さ ず に そ の ま ま 陳 列 す る こ と が で き る 。
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　 ま た 、 第 二 切 断 誘 導 線 Ｌ １ ２ が 下 端 に 向 か う に つ れ て 近 接 し 、 内 容 物 Ａ の 幅 よ り も 狭 く  
な る た め 、 内 容 物 Ａ の 下 部 が 押 さ え ら れ 、 内 容 物 Ａ の こ ぼ れ 落 ち を 防 ぐ こ と が で き る 。 さ  
ら に 、 胴 部 １ ０ の 側 面 を 横 断 す る 切 断 誘 導 線 を な く せ る た め 、 強 度 の 低 下 を 防 ぐ こ と が で  
き る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 本 実 施 形 態 の 包 装 箱 １ で は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 第 二 切 断 誘 導 線 Ｌ １ ２ ， Ｌ １ ２ は 曲 線  
で あ る た め 、 第 二 切 断 誘 導 線 Ｌ １ ２ ， Ｌ １ ２ で 囲 ま れ た 端 壁 開 封 部 ４ ２ を 容 易 に 開 口 さ せ  
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 本 実 施 形 態 の 包 装 箱 １ で は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 後 側 の 端 壁 １ １ の 上 縁 部 に は 開 封 開 始  
部 ４ １ ａ が 形 成 さ れ て い る た め 、 作 業 者 は 後 側 の 端 壁 １ １ の 開 封 開 始 部 ４ １ ａ に 手 を 差 し  
込 む こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 以 上 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に つ い て 説 明 し た が 、 本 発 明 は 前 記 実 施 形 態 に 限 定 さ れ る こ と  
な く 、 そ の 趣 旨 を 逸 脱 し な い 範 囲 で 適 宜 に 変 更 が 可 能 で あ る 。
　 例 え ば 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 後 側 の 端 壁 １ １ に 第 一 切 断 誘 導 線 Ｌ １ １ ， Ｌ １ １ を 形 成 し  
て も よ い 。 こ の 場 合 に は 、 開 封 開 始 部 ４ １ ａ を 接 合 片 ５ ０ に 形 成 し て 、 後 側 の 端 壁 １ １ を  
開 く よ う に 構 成 し て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 本 実 施 形 態 の 包 装 箱 １ は 、 ラ ッ プ ア ラ ウ ン ド 方 式 の 段 ボ ー ル 箱 で あ る が 、 包 装 箱 １ の 胴  
部 や 蓋 板 の 形 状 は 限 定 さ れ る も の で は な く 、 例 え ば 、 Ａ 式 の 段 ボ ー ル 箱 で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 本 実 施 形 態 の 包 装 箱 １ は 段 ボ ー ル 製 で あ る が 、 各 種 公 知 の 板 紙 に よ っ て 包 装 箱 １ を 形 成  
で き る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 １       包 装 箱
　 １ ０     胴 部
　 １ １     端 壁
　 １ ２     側 壁
　 １ ２ ａ     横 フ ラ ッ プ
　 １ ２ ｂ     横 フ ラ ッ プ
　 ２ １     上 フ ラ ッ プ
　 ３ １     下 フ ラ ッ プ
　 ２ ０     頂 板
　 ３ ０     底 板
　 ４ １     頂 板 開 封 部
　 ４ ２     端 壁 開 封 部
　 ５ ０     接 合 片
　 ６ ０     開 口 部
　 Ｌ １ １   第 一 切 断 誘 導 線
　 Ｌ １ ２   第 二 切 断 誘 導 線
　 Ｌ １ ３   第 三 切 断 誘 導 線
　 Ｌ １ ４   第 四 切 断 誘 導 線
　 Ｌ １ ５   第 五 切 断 誘 導 線
　 Ａ       内 容 物
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【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】


	biblio-graphic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings

